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Ⅰ 予算編成の基本的な考え方

○ 「新・宮城の将来ビジョン」がスタートしてから３年目を迎える令和５年度は、本格的な人口減少局面を迎える中、地域経済・社会の持続

性を確保し、大規模化・多様化する自然災害に的確に対応することに加え、依然として県民生活や地域経済に影響の続いている新型コ

ロナウイルス感染症への対応が必要。また、これまで、我が県の総力を挙げて、東日本大震災からの復旧・復興に全力で取り組んだ結

果、復興まちづくり等のハード事業については概ね完了したが、被災者の心のケアなど、その実情に応じたきめ細かなソフト対策につい

ては、今後も継続的な取組が必要。

○ こうした状況の下、令和５年度当初予算では、「宮城の将来像」の実現に向け、富県躍進を志向する取組の推進、若者の県内定着や子

ども・子育てを社会全体で支える環境整備など、次の世代を育成・応援する事業を重点的に予算化。また、あらゆる分野でのＩＣＴなどデ

ジタル技術のフル活用に向け、社会や生活のこれまでの在り方を変容するＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）への投資に予算を措

置。併せて、頻発化・激甚化する自然災害に備え、防災・減災に向けた対策への適切な予算措置を行うとともに、脱炭素社会の実現に向

けた対策や、復興の完了に向けては被災者の心のケアなど実情に応じたきめ細かな対策を予算化。

○ 新型コロナウイルス感染症対策については、医療提供体制や検査体制など、感染拡大防止対策も含め、必要な対策への予算を確保。

○ この結果、令和５年度一般会計当初予算は、平成２４年度当初予算から１２年連続で１兆円台を超え、１兆７９２億円（前年度比▲３５４億

円、▲３.２％)を計上。

○ 歳入面では、県税については景気が緩やかに持ち直していることなどを背景に、３,０７４億円（前年度比＋２２億円、＋０.７％)を計上する

とともに、地方交付税については県税の伸びなどを踏まえて、１,５３５億円（前年度比▲１９億円、▲１.２％)を計上。また、財源確保に向

けては、通常事業の徹底した見直しや特別会計・基金の資金活用など、「みやぎ財政運営戦略（第３期）」に基づく歳入歳出両面にわたる

対策を計画的に実施した上で、財政調整基金を１３０億円取り崩し、予算を編成。

○ 通常分(一般会計)は１兆５６８億円（前年度比▲３００億円、▲２.８％)で前年度に引き続き１兆円台を計上。

○ 震災対応分(一般会計)は２２４億円（前年度比▲５４億円、▲１９.５％)を計上。なお、平成２２年度以降の震災対応予算の累計は

６兆５,９４９億円(総会計)。


